
での研究の成果と課題をもとに、学級活動部、児童会

活動部、クラブ活動部、学校行事部の４部が、検証授

業を通して研究を進めてきた。研究発表大会の概要は、

次の通りである。大会は、開会の言葉に続き、出町会

長から次のような挨拶があった　

　学級活動部、児童会活動部、クラブ活動部、学校行

事部の４部がそれぞれの特質を生かしつつ、研究仮説、

研究の視点、手だての相互の関連性も視野に入れなが

ら研究を深めてきた。

　新たに研究主題を設定したばかりなので、研究部長

と４研究部の部長が、連絡を取り合い、より良い研究

になるよう取り組んできた。

　都小特活としての団体設置の目的は「小学校におけ

る特別活動の普及・啓発」である。研究を深めるだけ

でなく、教員の職層や学校内の役割に合わせた、普及・

啓発も大事な役割である。本校では、２学期の授業観

察は必ず学級会で実施することにしている。これまで、

あまり積極的に話合い活動をしてこなかった教員は、

得意な教員に聞いたり、特別活動に関する本を読み始

めたりする。職員室内でも、学級会に関する話題が多

くなる。学級だよりや、通知表に学級会の活躍を記載

する教員が増えるなど、多くの変化が出てきた。この

ように、それぞれの立場での声掛けが、普及につなが

ると感じている。

　今回の発表内容をそれぞれの学校に合った形で御活

用いただければ幸いである。

　御講演いただいた文部科学省初等中等教育局教育課

程課教科調査官　和久井　伸彦様、東京都教職員研修

センター研修部専門教育向上課　指導主事　関　聡司

様をはじめとした御来賓の皆様に感謝の意を伝え、基

調報告、研究発表、講演へと会が進んだ。

　　 研 究 発 表 大 会 次 第

　　　　　　　 進　行　　　庶務部長　酒　井　敬　子

（１）開会の言葉　　　　　　　副会長　田　村　亜紀子

（２）挨　　拶　　　　　　　　会　長　出　町　桜一郎

（３）来賓挨拶　

　　　東京都教職員研修センター　専門教育向上課
　　　　　　　　　　　　指導主事　関　　　聡　司　様

（４）来賓紹介　　　　　　　　副会長　吉　田　有　子

（５）基調報告　　　　　　　研究部長　平　松　隆　行

（６）研究発表　　司　会　研究副部長　米　持　淳　一

　　○学級活動部

　　　「自ら未来を切り拓く児童を育成する学級活動」

　　○児童会活動部　　　

　　　「自ら未来を切り拓く児童を育成する児童会活動」

　　○クラブ活動部

　　　「自ら未来を切り拓く児童を育成するクラブ活動」

　　○学校行事部　

　　　「自ら未来を切り拓く児童を育成する学校行事」

（７）記念講演

　　『自ら未来を切り拓く児童を育成する特別活動』　
　　文部科学省初等中等教育局教育課程課　教科調査官　
　　　　　　　　　　　　　　 　和久井　伸　彦　先生

（８）閉会の言葉　　　　　　　副会長　氣　田　眞由美

　　◎ 令和 6 年度 ◎
       　　 東 京 都 小 学 校 特 別 活 動 研 究 会

    　　　　　　研 　 究 　 発 　 表 　 大 　 会
　令和６年度の研究発表大会は、去る２月２１日（金）に国分寺市立第一小学校で開催された。

　今年度は、新たに「自ら未来を切り拓く児童を育成する特別活動」を研究主題とし、昨年度ま
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　団づくりをするメッセージボードの工夫。
視点３　提案理由（＝活動の目的や意義）を深め、全校児童で共有。
　委員会のめあてをもとにした個人の活動への思いの明確化。
　（３）検証授業
　検証授業１　１０月　８日（火）江東区立枝川小学校　代表委員会　
　検証授業２　１１月２９日（金）北区立赤羽小学校　　集会委員会
３　研究の成果と今後の課題
　 （１）成果
視点 1「みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫」（人間関係形成）
　メッセージボードを活用し、上級生への「あこがれ」と下級生への「思
いやり」をもたせていくことが、よりよい人間関係形成につながることが再確
認された。
視点 2「自らよりよい集団をつくろうとする力を育てる指導の工夫」（社会参画）
　年度当初のオリエンテーションを大切にすることや、児童の発意・発想を
生かした自治的活動の場を保障することで、「全校のみんなのために」とい
う目的や意義を達成する活動につながることが確認できた。
　メッセージボードを活用し積み重ねていくことで、フロア側の「もっとこうし
てほしい」という思いをリーダー側が受け止め、「次はもっとこうしてみよう」
という思いにつなげていくことができることが確認された。
視点 3「なりたい自分に向けてあきらめずに頑張る力を育てる指導の工夫」
　　　（自己実現）
　委員会のめあてをもとに個人のめあてを明確にすることで「自己実現」
を図ることにつながることが確認できた。また、メッセージボードを活用する
ことで、リーダー側の自己有用感を高めることにつながることも確認された。
　 （２）課題
視点 1「みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫」（人間関係形成）
　全校児童から収集し分類・整理した意見を全校児童に伝えることで、
児童会活動の目的や意義を共通理解していけるように、継続して指導を進
めていくことが大切である。児童会のめあてを達成するための活動を積み
重ねていくことが必要である。
視点 2「自らよりよい集団をつくろうとする力を育てる指導の工夫」（社会参画）
　基本的な代表委員会や委員会活動の在り方（「児童の発意・発想を生
かした自治的活動」の場を保障すること、「計画」から「振り返り」まで
の活動を一連の活動としてとらえること）、活動に関する教員間の共通理解
をさらに見直し、より多くの学校に広めていく。
視点 3「なりたい自分に向けてあきらめずに頑張る力を育てる指導の工夫」
　　　（自己実現）
　提案理由を深めることだけでなく、今後も、児童会のめあての活用、「思
いやり」と「あこがれ」の気持ちの醸成、活動の振り返り（自己評価・相
互評価）からもアプローチしていくことが必要である。

１　発表者
　赤　松　栄　介　主任教諭（江東区立枝川小学校）
　満　山　寿　子　主幹教諭（北区立赤羽小学校）
　松　川　浩　美　教　　諭（多摩市立貝取小学校）
２　研究発表
　 （１）研究内容
　児童会活動部では、「児童会活動における『自ら未来を切り拓く』とは何
か」を考え、目指す児童像を以下のように設定した。
　・「あこがれ」や「思いやり」の気持ちを感じながら、異年齢の人間関係を
自分たちの力でつくる児童（人間関係形成）
　・全校のみんなのために発意・発想を生かした自治的活動を自分たちの力
で実現する児童（社会参画）
　・学校をよりよくするためにあきらめずに取り組む児童（自己実現）
　全体研究主題の設定１年目となる今年度は、令和５年度に確認した児
童会活動における「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」を見直して、
これまでの研究の成果を生かし、継続して指導していくことで目指す児童
像の達成に向かう。
　そのため、評価規準を見直し、指導の充実や、指導と評価の一体化を
一層図っていく。
　また、年度当初のオリエンテーション等を通して、以下のことに留意し、汎
化に向けての研究も深めていきたい。
　〇児童の発意・発想を生かした活動の場を保障する。
　〇「課題の発見」から「振り返り」までの一連の活動（学習過程）として
とらえる。
　〇児童会の特質である「異年齢の人間関係」に焦点を当てる。
視点１「みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫」（人間関係形成）
視点２「自らよりよい集団をつくろうとする力を育てる指導の工夫」（社会参画）
視点３「なりたい自分に向けてあきらめずに頑張る力を育てる指導の工夫」
　　　（自己実現）
　（２）３つの視点の有効な手だて
視点１　全校児童からの意見の収集。収集した全ての意見を大切にす
　る姿勢。リーダー側とフロア側が思いを共有するメッセージボードの工夫。
視点２　児童の発意・発想を生かした自治的活動の保障。全校児童の
　ことを考えて話し合うことの積み重ね。リーダー側とフロア側でよりよい集
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◎ 学 級 活 動 部 ◎
『自ら未来を切り拓く児童を育成す学級活動』

◎ 児 童 会 活 動 部 ◎
　『自ら未来を切り拓く児童を育成す児童会活動』

１　発表者
　　二本木　　　基　主幹教諭（日野市立日野第五小学校）
　　細　貝　俊　稀　主任教諭（立川市立第五小学校）　
　　若　月　雅　人　主幹教諭（国立市立国立第四小学校）
　　川　村　容　平　主任教諭（町田市立七国山小学校）　　
　　髙　橋　美　衣　主幹教諭（中央区立月島第二小学校）　　
２　研究発表

（１）研究内容
　学習指導要領には、「学級生活の充実と向上を目指し、他者と協力したり、個
人として努力したりしながら、自主的・実践的に取り組むことにより、活動すること
の楽しさや成就感・達成感を得たり、自己有用感を高めることにつながる。」とあ
る。特別活動がこれまで教育課程上果たしてきた役割を踏まえて、「人間関係形
成」「社会参画」「自己実現」の３つを視点としつつ、「知識・技能」「思考力・
判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」の３点の柱に沿って、資質・
能力が整理されている。
　本研究会の主題である「自ら未来を切り拓く児童を育成する特別活動」を受け、
学級活動部では子どもたちにとっての未来とは、明日であり、遠い将来である、長
い期間のことと捉えた。「今」を懸命に生きる子どもたちにとって、多くの時間を過ご
すのが学級である。その中で、自分の興味のあることや自信のあることが分かること、
自分の興味があることや自信のあることを行い、友達や学級に貢献すること、また、
自分の思いや願いを叶えられること、学級の中に自分の居場所や役割があることと
捉えた。学級活動部においては、学級という集団の中で、様々な問題を自分たち
で見付け、解決方法について話し合い、合意形成を図る。そして、合意形成し
たことをもとに実践し、解決につなげていく中で、自他のよさや可能性を広げたり、
活動することへの達成感や充実感を得たり、自己有用感を感じたりすることができ
る。そして、その経験の積み重ねが生涯にわたって、集団や社会の一員として、
また社会の形成者として、たくましく生き抜く資質や能力へとつながると捉え、研究
を深めてきた。
　視点１「みんなと協力して活動する力を育てる指導の工夫」（人間関係形成）  
　視点２「よりよい集団をつくり上げる力を育てる指導の工夫」（社会参画）
　視点３「なりたい自分に向けて行動する力を育てる指導の工夫」（自己実現）

（２）３つの視点の有効な手だて
　①　事前活動の工夫
　・学級活動を自発的・自治的な活動にするために、どのような活動を行うのか説
　明する。その際、話合いの基本的なルール（発言の仕方、学級会の流れ、話
　合いの約束、役割分担）についても確認する。
　・計画委員会において、それぞれの仕事内容や黒板の使い方、話合いの進め
　方について、司会グループと確認したり、問い掛けながら助言をしたりする。
　②　思考の視覚化の工夫

　・話合いの流れを学級全員が共通理解しながら話し合えるように、今話している
　ことの内容や決まったことなどを短冊や記号を活用して、黒板に書かせる。
　③　終末の助言の工夫
　・望ましい人間関係を形成し自主的、自発的な態度を育てるために、それらにつ
　ながる言動が見つけらえたときは必ず取り上げ、具体的な事例と名前を挙げて活
　動のよさを認め、価値付ける。
　・自分たちでつくる学級会にするために、課題そのものを指摘するのではなく、児
　童が解決方法や改善策を見つけ出すことができるように、話合いの場面を振り返
　らせ問い掛ける形の助言をする。
　④　振り返りの工夫
　・学級会での頑張りを振り返ることができるように、「頑張ったことを」を書く欄を設ける。
　・身に付けさせたい力が評価できるように、振り返りの項目を提示する。
　・友達のよさに目を向けられるように、学級会で活躍・頑張った友達を書く欄を設ける。
　・ポートフォリオとして活用できるように、貼りためたり、学習用端末に保存したりする。

（３）検証授業
　検証授業１　日野市立日野第五小学校　第６学年４組
　　主幹教諭　二本木　基　　議　題「特技発表会をしよう」
　検証授業２　立川市立第五小学校　第６学年３組
　　主任教諭　細貝　俊稀　　議　題「ティーボール大会をしよう」
３　研究の成果と今後の課題

（１）研究の成果
　視点１「みんなと協力して活動する力を育てる指導の工夫」（人間関係形成）　
　・学級会までの準備を順序立ててリスト化することにより、児童同士で声を掛け合
　いながら行動できるようになった。また、振り返りを共有し相互評価をしたり学級会
　レターの発行やペアで付箋を贈り合う場を設けたりすることにより、意欲が高まり、
　自信をもって活動する児童の育成につながった。
　　視点２「よりよい集団をつくり上げる力を育てる指導の工夫」　（社会参画）
　・事前の活動で、前回の終末の助言の内容や振り返りを共有する時間を設ける
　ことにより、活動が積み重ねられていき、よりよいものをつくろうとする意欲が高まっ
　た。板書では、記号や短冊などを使って思考の可視化を工夫することで、より
　よい共通理解ができ、話合いを深めることができた。
　視点３「なりたい自分に向けて行動する力を育てる指導の工夫」（自己実現）
　・終末の助言で問い掛けながら助言したことにより、自分たちで答えを見付ける力
　がつき、なりたい自分に向けて行動する力が高まった。また、振り返りを積み重ねるこ
　とにより、自信をもって活動したり、「学級の目標」を意識したりできる児童が育った。
　（２）研究の課題
　視点１「みんなと協力して活動する力を育てる指導の工夫」  （人間関係形成）
　・様 な々視点で自分や友達のよさを見付け、振り返ることができる児童に育てるた
　めの指導の工夫。
　・事前−話合い−振り返りの一連の学習過程を意識させるための指導の工夫。
　視点２「よりよい集団をつくり上げる力を育てる指導の工夫」（社会参画）
　・全員参画できる学級会にするための事前の共通理解を図る指導の工夫
　・児童の成長や課題を捉えた適切な終末の助言の工夫　
　視点３「なりたい自分に向けて行動する力を育てる指導の工夫」（自己実現）
　・なりたい自分になるための指導の工夫
　・なりたい自分になるための振り返りの工夫



１　発表者
　　髙　畠　　　誠　教　　諭（足立区立保木間小学校）
　　山　口　哲　郎　主任教諭（港区立笄小学校）
　　矢　部　　　聡　主任教諭（大田区立矢口東小学校）
　　山　下　映　実　教　　諭（江東区立浅間堅川小学校）
２　研究発表
 （１）研究内容
　クラブ活動の目標は、同好の仲間と共通の興味・関心を追求する中で、異年
齢集団活動の楽しさを味わい、自分たちの手で活動をつくり出すための方法の理
解、人間関係をよりよく構築していくための相手を意識した思考力、自分の得意な
ことを生かしたり、多様な仲間の個性を受け入れ協力し合ったりして、よりよい人間
関係を築こうとする態度といった資質・能力を育てることである。資質・能力を育て
る過程において、児童が自他のよさや頑張りを認め合いながら異年齢の人間関係
を育み、自分たちのクラブ活動をよりよくするための課題に気付き、その課題を解決
しながら、自分のよさや可能性を将来にわたって追求しようとする態度を育む。これ
らの一連の活動の中では、自己肯定感や自己有用感の高まりも期待できる。
　全体研究主題「自ら未来を切り拓く児童を育成する特別活動」を受け、クラブ
活動部では、目指す児童像を次のように設定した。
　①学年や学級が異なる同好の仲間とよさを見付け認め合い、自ら関わろうとす
　　る児童（人間関係形成）
　②よりよいクラブ活動に向けた課題を見いだし、その解決に向けて、すすんで
　　役割を果たそうとする児童（社会参画）
　③身に付けたい力やなりたい自分に向けて、個性を発揮しながら粘り強く取り組
　　もうとする児童（自己実現）
　そして、互いのよさを認め合い自ら関わったり、課題解決に向けてすすんで役割
を果たしたり、個性を発揮しながら粘り強く取り組んだりする力を高められるような手
だてを講じることで『自ら未来を切り拓く児童』を育成することができると考えた。
　本主題となり１年目の今年度は、昨年度までの研究で深めてきた「人間関係形
成」、「社会参画」、「自己実現」を相互に関連付けて実践し、一般化を図ること
を目指し、研究を深めてきた。
　視点１「互いのよさを認め合い、自ら関わる力を育てる指導の工夫」（人間関係形成）
　視点 2「課題解決に向けてすすんで役割を果たす力を育てる指導の工夫」　（社会参画）
　視点 3「個性を発揮しながら粘り強く取り組む力を育てる指導の工夫」（自己実現）

（２）３つの視点の有効な手だて
　視点１「互いのよさを認め合い、自ら関わる力を育てる指導の工夫」（人間関係形成）
 　・めあての決定と可視化・クラブ通信の発行・よさを認め合うための工夫
　視点 2「課題解決に向けてすすんで役割を果たす力を育てる指導の工夫」　（社会参画）
　・クラブ全体の目標の決定・活動計画カードの活用・終末の助言の工夫 ・情報提供

　視点 3「個性を発揮しながら粘り強く取り組む力を育てる指導の工夫」（自己実現）
　・めあての決定・クラブカードの活用・自分の成長を振り返る時間の設定
　・児童理解を深めるための記録物の活用
　視点の３つに共通する手だて　
　・クラブの成長を振り返る時間の設定 ・情報共有ソフト・電子ホワイトボードの活用
 （３） 検証授業
　検証授業１　足立区立保木間小学校　「サッカークラブ」
　検証授業２　港区立笄小学校　　　　「バスケットボールクラブ」
３　研究の成果と課題
 （１）研究の成果
　視点１「互いのよさを認め合い、自ら関わる力を育てる指導の工夫」（人間関係形成）

・児童が互いのよいところ見付けをし、クラブカードに書き込んだり、伝え合ったりす
ることで、互いのよいところを認め合うことができ、自ら関わろうとする姿勢が身に付
いた。また、互いのよさを認め合う時間を設定することで、人間関係が深まり、チー
ム力や自己有用感も高まった。また、自分から積極的に活動し、クラブ活動の全
体の雰囲気がよくなった。

・クラブ通信では、教師が見付けた児童のよさやクラブ全体の成長や課題、児童
が見付けた互いのよさを配信することで、自他のよさやクラブ全体の成長、解決す
べき課題についても児童自身が実感することができた。
　視点 2「課題解決に向けてすすんで役割を果たす力を育てる指導の工夫」　（社会参画）

・オリエンテーションを行い、クラブ活動の目的や特質を指導することで、人間関係形
成、社会参画、自己実現の 3 つの視点に沿ったクラブの目標を決めることができた。

・活動計画カードを活用し、クラブの目標と前回の活動の課題を解決するために、
本時のめあてや活動内容について話し合いながらつくり上げていくことで、自分たち
の思いや願いを実現していく楽しさを感じながら、一人一人がすすんで役割を果た
すことができた。
・終末の助言では、課題解決によりクラブ全体や児童が成長している実感をもてる
ようにするために、クラブ全体・個人のめあてを意識して取り組んだ児童を取り上げ、
称賛を積み重ねることで、児童が自信をもって活動したり、自身の役割を果たしな
がら協力したりして、課題を解決しようとする意欲が高まった。
　視点 3「個性を発揮しながら粘り強く取り組む力を育てる指導の工夫」（自己実現）

・それぞれのクラブの目標を達成するために、一人一人が具体的なめあて決めて、
毎回の活動後に、自分のめあてを振り返る活動を行うことで、自身の個性を生かし
たり、課題を見つめ直したり、次時の適切なめあての設定ができるようになった。ま
た、学期や前期などの振り返りの際に自分の成長に気付かせることができた。
・教師が児童の思いや願い、本時のめあてを整理し、把握することで、適切な指導・
助言を行うことができた。
　視点の３つに共通する手だて

・学習者用端末を活用し、電子ホワイトボードや情報共有ソフトにアップロードするこ
とで、活動計画カードやクラブ通信、連絡事項を共有することができた。

（２）研究の課題
・クラブ活動における「自ら未来を切り拓く児童」の育成を実現するために、目指
す児童像や研究の視点、手だてについて、協議し実践してきた。研究 2 年目とな
る次年度は、さらに研究主題に迫るために、研究の視点の手だての追究や ICT 
の活用などの研究を深め指導していく。
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◎ ク ラ ブ 活 動 部 ◎
『自ら未来を切り拓く児童を育成すクラブ活動』

◎ 学 校 行 事 部 ◎
　『自ら未来を切り拓く児童を育成す学校行事』

１　発表者
　竹　田　桃　子　　主任教諭　（杉並区立和田小学校）
　小　山　雅　人　　主任教諭　（世田谷区立代田小学校）
　江　川　慶　悟　　主任教諭　（北区立西ヶ原小学校）
　沖　　　晃　史　　教　　諭　（東村山市立南台小学校）
２　研究発表
 （１）研究内容
　ここ数年、コロナ禍における学校行事の縮小・削減、友達とのかかわ
りに対する制限などにより、人間関係形成や社会参画の機会が減少した。
また、困難に直面したときに、周囲が過剰に手を差し伸べてしまったり、
無理をしなくてもいいと促したりする風潮がある。はたして、そのような主体
性を下げる状況に置かれた児童に社会で希望をもって自ら未来を切り拓い
ていこうという力が育成されるだろうか。急激に変化する時代だからこそ、
小学校生活において試行錯誤しながらも困難や逆境を自分たちの力で乗
り越えた先に成功体験が得られる学校行事は欠かせないものだと考える。
　そこで、全体研究主題「自ら未来を切り拓く児童を育成する特別活動」
を受け、学校行事部では「学校行事における『自ら未来を切り拓く』と
は何か」を考え、目指す児童像を以下のように設定した。
　目指す児童像
　・どんな場面でも助け合える児童（人間関係形成）
　・自分のこととして捉え、みんなのために活動できる児童（社会参画）
　・自身や集団として「○○になりたい」と目標をもてる児童（自己実現）
　新たな研究主題一年目である今年度は、「自ら未来を切り拓く」児童を育
成するために、どのような視点をもって手だてを講じることが効果的か模索し
ていった。その中で、これまでの研究で取り組んできた「学校行事をつなぐ」
ことで、身に付けた力を児童自らが、日常生活や次の学校行事で生かせ
るようにすること、さらには未来へと生かしていく過程を大切にしながら、「人
間関係形成」、「社会参画」、「自己実現」を相互に関連付けて実践し、目
指す児童像に向けて、学校行事で育成する資質・能力を、検証した。
 （２）３つの視点の有効な手だて
視点 1「みんなと協力して活動する力を育てる指導の工夫」（人間関係形成）  
　・児童の意欲を高める事前指導（学年オリエンテーションなど）
　・友達のよさを伝える時間の設定
　・自分の役割を意識し、友達との関わりを深める係活動
　・スライドショーなどの資料提示の工夫　・学年掲示板の活用

視点 2「よりよい集団をつくり上げる力を育てる指導の工夫」　（社会参画）
　・実行委員会の設定 ・自分の役割を意識し、友達との関わりを深める係活動
視点 3「なりたい自分に向けて行動する力を育てる指導の工夫」（自己実現）
　・児童の意欲を高める事前指導、学年のテーマ　・個人目標の設定
　・スライドショーなどの資料提示の工夫
　・自己や集団のよさを生かそうとする事後指導 ・振り返りの視点の明確化
 （３）検証授業
　検証授業１
　北区立西ヶ原小学校　江川　慶悟　主任教諭　　永井　千咲里　教諭
　　　第６学年　学級活動（３）移動教室事後指導
　　　　　「自分もみんなも成長した日光高原学園
　　　　　　〜日光高原学園で身に付けた力を学校生活に生かそう〜」
　検証授業２
　東村山市立南台小学校　沖　晃史　教諭　　関野　菜津美　主任教諭
　　　第６学年　学級活動（３）運動会事後指導
　　　　　「最高学年も、悔いなく全力でやり切ろうぜ！
　　　　　　　　　　　　　 〜運動会で身に付けた力を生かして〜」
３　研究の成果と今後の課題

（１）成果
　視点 1「みんなと協力して活動する力を育てる指導の工夫」（人間関係形成）  
　友達の頑張っているところなどを探し、よさを伝え合う活動を設定することで、
身に付けた力を共有し、互いに認め合いながら自分も仲間と共に頑張ろうとす
る児童が増えた。また、友達のよさを見付ける視点を児童の中に育てることが
できた。
視点 2「よりよい集団をつくり上げる力を育てる指導の工夫」（社会参画）
　児童が試行錯誤し、よりよい学校行事にしようとするために、学年の全員
が役割をもち、それぞれの係で活動を進めていくことで、学校行事を自分のこ
ととして捉え、協力することのよさを感じ、達成感を得られることができた。また、
実行委員を学年の全員が経験することで、互いを支え合い、自分たちで行
事をつくっていこうとする参画意識を高めることができた。
視点 3「なりたい自分に向けて行動する力を育てる指導の工夫」（自己実現）
　保護者や担任を含めた教職員、他学年の児童など、様 な々立場から児
童の成長やよさについて伝える場面を設定したことで、児童は自分たちが身
に付けた力をさらに実感することができ、次の目標をもつことができた。
 （２）課題
視点 3「なりたい自分に向けて行動する力を育てる指導の工夫」（自己実現）
　学校行事の事後指導で使用した映像資料は、児童の成長の様子を振り
返ったり、共有したりできるように視点をもって作成したが、児童がその視点を
認識できるようにするために、示し方については、検証していく必要がある。ま
た、学校行事の一連の活動の中で、困難や迷いを自分たちの力で乗り越え
ていくことができるような効果的な手だてを講じていくことで、本研究主題にさら
に迫ることができると考える。



最も楽しみにしているクラブ活動の時間は、目的を達成するため
にも、教育課程を組む際に根拠を示し時間数の確保に努めるこ
とが求められる。
　【学校行事部】
　学校行事は、子供たちが主体性を育む場として重要な教育活
動である。儀式的行事、文化的行事、健康安全・体育的行事、
遠足・集団宿泊的行事、勤労生産・奉仕的行事のそれぞれの
ねらいを明確にして、学校行事を通して、子供たちの資質・能
力を育んで欲しい。子供たちから十分に意見を聞きながら、子
供たちの思いや願いが叶う場面を意図的に設定することが大切
である。やるべきことが決まっている中で、決まったことをやら
されるだけの時間にならないようすべきである。学校行事でし
か育むことができない内容を学校全体で共通理解して、適切な
指導をお願いしたい。そのため、行事の事前・事後指導の充
実、振り返り、行事と行事をつないでいく指導の工夫も必要で
ある。新型コロナウイルス感染症流行、働き方改革の推進の中、
学校行事の削減、縮小が進み、新型コロナウイルス流行後も縮
小、削減されたままの学校も少なからず存在する。学校行事は、
子供たち同士が関わり合って成長する大切な機会である。学校
が地域や PTA等と連携し、様々な方の力を借りながら運営面
を改革し、子供たちの主体的な活動に関しては、ダイナミックに
残していくことが重要である。各学校の実態に合わせて、先生
方も子供たちと楽しみながら、創意工夫して学校行事を創り上
げて欲しい。

　特別活動は、子供たちの社会性の育成を重視する中、昭和
33年に特別教育活動として日本で初めて導入された。昭和39
年には、特別活動として現在まで続いている。特別活動は、学
校教育の中で子供たちの社会性や協調性を育むための活動とし
て歴史的にその役割や内容が変化してきた。近年、不登校傾向
や発達障害のある子供たち、外国をルーツにもつ子供たちを含
む多様な学級構成の中、どのような教育活動を展開するのかを
改めて考え直す時に来ている。経済的背景が学力に影響を与え
るという報告もある。そのような状況の中、多様性を包摂するこ
とで、子供たちの良さや可能性を開花することができるだろうか。
今後は、多様性を包摂しながら、異なる背景や能力をもつ子供
たちを受け入れ、それぞれの良さや可能性を引き出すことを目
指すことが求められる。そのためには、教科書に書かれている
事柄だけではなく、学習指導要領を理解し活用することが重要
である。学習指導要領は、教育の内容や目標を示すものであり、
教科書とともに教育の基盤を形成する。内容をしっかり理解し、
日々の教育活動に活かすことで、教育の質を高めることができる。
さらにデジタル学習基盤を活用することで、個別最適な学びや
柔軟な教育課程を実現することができる。デジタル技術をただ
単に使用することを目的にすることなく、深い学びにつながるよ
うに意識して使用するようにする。子供たちの実態に合わせて
効果的に活用することで、主体的な学びを促進することが可能
となるだろう。現在、デジタル教科書の使用方法についての扱
いに関しても検討されている。さらに、多様な子供たちに対応
するために、柔軟な教育課程を構築することが求められている。
一斉指導が難しい状況に対応するために、個別最適な学びを推
進する必要がある。柔軟な教育課程を構築することで、教師が
余裕をもち、子供たち一人一人に合った教育を提供することが
できる。これによって、教育の質が向上し、子供たちの成長を
促進することが可能になるだろう。今後、予測困難な時代を迎
える。そんな時代の中を力強く進む子たちを育てるために、特
別活動のさらなる充実を図っていく必要がある。

　東京都小学校特別活動研究会の
発表会開催おめでとうございます。
研究は、一人で取り組むことが多い
と思うが、東京都小学校特別活動
研究会の研究は、各部のチームが
一丸となって取り組んでいる姿勢が
見られ、非常に頼もしく羨ましく感
じた。今後も各部の連携を図りなが
ら、研究を推進することを期待して
いる。
　【学級活動部】
　学級活動（1）は、話合いを通じて人間関係をよりよくするため
の重要な場である。何のために実施するのかを改めて考える必
要がある。国語や他教科での話合いとの違いも明確にとらえた
上で、学級活動で話し合う意味を確認して欲しい。学級活動に
おける話合いは、人間関係をよりよくするために学級全体で話し
合い、よりよい学級生活、学校生活を築く力を養う大切な時間
である。そのため、学級活動（1）で扱う議題は、人間関係をよりよ
くするための課題解決の内容が含まれるが、話し合っていく中
で、人間関係がよくなることも考えられる。その目的を達成する
ためには、提案理由の明確化、共通理解が手だてとして有効であ
る。多くの子供たちによりよい人間関係の中で、様々な経験をし
て欲しいと願っている。学級活動部の手だてを今後、多くの学
級で取り組んで欲しい。学級は、子供たちにとって、最初に出
会う社会である。小さな社会ではあるが、その中で多くの子供た
ちによりよい人間関係を築いて楽しい学校生活を送って欲しい。
　【児童会活動部】
　児童会活動は、高学年児童だけが参加するものではなく、全
校児童が児童会の一員であるということを今一度、学校で確認
する必要がある。児童会は、全校児童が参加して意見を交換し
ながら、主体的に活動することが求められる。全校児童が参加
することを意識して実践していくことで、子供たちの自覚が芽生
えるだろう。委員会に所属していない低学年、中学年の子供た
ちの参画意識をどのようにして高めることができるのかを考え、
工夫した取り組みが求められる。また、低学年、中学年の子供
たちが児童会で活躍する高学年を見て、あんな姿になりたいと
いう憧れの気持ちを抱くことも期待される。さらに、低学年から
学級活動において係活動を実践することで、児童会活動の充実
を図ることにつながっていくだろう。教師の適切の指導の下、子
供たちの主体的な活動が推進され、よりよい学校生活につながっ
ていくことを期待する。
　【クラブ活動部】
　クラブ活動では、入部の理由、活動内容の希望等をメンバー
で共通理解してスタートすることが大切である。クラブ活動は、
子供たち自身が選択して好きなことを活動している関係上、自
分の好きなことを追い求める特別の領域である。活動後に「楽
しかった。」という気持ちだけで完結してしまいがちである。先
生方の熱意だけではなく、子供たちの「やりたい。」「やってみ
たい。」「挑戦したい。」という気持ちを大切にしながら、資質・
能力をどのように育成するのかを明確にする必要がある。研究
の手立てである「めあての可視化」「よさを認め合う工夫」「自
分の成長を振り返る時間の設定」等を今後も実践して欲しいと
願う。全国実施状況調査では、クラブ活動の時間は平均で年間
9 時間であった。「活動の計画を立てる」「活動する」「発表する」

「振り返る」という一連の過程を忘れないで欲しい。子供たちが
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演　題／『自ら未来を切り拓く児童を育成する
　　　　特別活動』
講　師 ／ 文部科学省初等中等教育局教育課程課
　　　 　教科調査官　　　和久井　伸彦　先生

都小特活 研 究発 表大会 記念講演

　　会報116号をお届けします。公務ご多用のところ、
　ご協力いただきありがとうございました。

（関、星野、伊勢、藤井、関田、五十嵐）

編 集 後 記


